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研究の全体概要 

 

本研究では日本が強みとする観測と数値モデル計算により、ブラックカーボン（BC）を含むエアロゾ

ル全体の北極での動態とその雲微物理影響を明らかにする。そして直接的・間接的な放射影響を北極

に重点をおきながら、グローバルに評価する。これらの研究により、IPCC および北極評議会の関連作

業部会等に貢献することを目指す。 

（１）北極およびアジアの BCの動態 

これまで私たちが BC測定器 COSMOSにより構築してきた、北極観測ネットワーク（5地点）とアジア

（3 地点）での観測により、BC の動態、特に北極内での空間分布や年々変動を明らかにする。これと

並行して、これらの北極内での各観測地点において、世界の他の研究機関により実施されている長期

BC 観測との詳細な比較・評価を行う。また観測により検証された数値モデル計算により、アジアなど

中緯度の人為的発生源、高緯度の森林火災、北極圏内での天然ガス燃焼（フレアリング）の北極 BCへ

の寄与を評価する。 

（２）エアロゾルの直接・間接放射効果 

北極の代表的な観測地点であるニーオルスン（ノルウェー領スバールバル諸島）において、人為起

源・自然起源の無機・有機エアロゾルの動態と、その雲微物理への影響を評価する。このために、私た

ちが開発・改良してきた各種の最先端の測定技術によるエアロゾル・雲観測を実施する。そして固体エ

アロゾルと氷晶核粒子との対応や、それらのエアロゾルと氷雲粒数濃度との対応などを調べる。これ

らの観測により改良・検証された数値モデルにより、エアロゾルの直接・間接放射効果を、北極に重点

をおきながらグローバルに推定する。 

（３）産業革命以前から現在までのエアロゾルの動態と放射効果 

北極のアイスコアの分析により、産業革命以前から現在までの、BCやダスト等のエアロゾルの動態を

明らかにし、数値モデルにより人為起源・自然起源エアロゾルの動態と放射影響を評価する。また

CMIP6（次の IPCCレポートのためのモデル相互比較実験）の排出源データの妥当性を評価する。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


